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水
城
口
城
門

  

は
こ
こ
!

水城口城門門礎と水城へ続く道

　

大
野
城
跡
に
は
、
現
在
ま
で
に
８
カ
所

の
城
門
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

水
城
口
城
門
を
紹
介
し
ま
す
。

水
城
口
城
門
の
位
置

　

前
回
紹
介
し
た
坂
本
口
城
門
か
ら
北
に

約
４
０
０
ｍ
、
急
な
坂
道
を
上
る
と
や
や

開
け
た
場
所
に
出
ま
す
。
こ
の
左
手
に
は
、

２
個
１
対
の
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
水

城
口
城
門
の
門も

ん

礎そ

（
唐か

ら

居い

敷じ
き

）
で
す
。
文

化
３
（
１
８
０
６
）
年
に
描
か
れ
た
『
太だ

宰ざ
い

府ふ

旧
き
ゅ
う

蹟せ
き

全ぜ
ん

図ず

（
北
図
）』
に
「
門
石
ス
エ
」

と
書
か
れ
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
知
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
門
礎
は
、
外
周
土
塁
線
上
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
日
で
も
原
位
置

を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
貴
重
な
存
在

と
い
え
ま
す
。

水
城
口
城
門
の
構
造

　

水
城
口
城
門
の
門
礎
は
、
礎
石
の
端
の

丸
い
切
込
み
に
沿
っ
て
直
接
地
面
に
柱
を

埋
め
込
む
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

式し
き

の
門
礎
で
す
。
こ

の
型
式
は
、
坂
本
口
城
門
や
太
宰
府
口
城

門
に
最
初
に
作
ら
れ
た
門
礎
（
Ⅰ
期
）
と

同
じ
型
式
で
す
（
図
・
上
）。『
大
宰
府
都と

城
じ
ょ
う

の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
主
柱
穴
間
の
距

水城口城門の門礎（上）と　　　
　　　太宰府口城門の門礎（下）

離
が
約
４
・
７
ｍ
で
、
瓦
葺
き
だ
っ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
太
宰
府
口
城
門
の
掘
立

柱
式
の
Ⅰ
期
城
門
は
、
主
柱
穴
間
の
距
離

が
約
９
ｍ
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
福
岡

県
昭
和
60
〜
63
年
度
）。
太
宰
府
口
城
門
は

そ
の
後
、
礎
石
建
ち
の
城
門
（
図
・
下
）
に

建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
城
口
城
門
は
、
太
宰
府

口
城
門
よ
り
狭
く
、
建
て
替
え
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
立
っ
た

門
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
水
城
口
城
門
は
水
城
へ
通
じ
る
道

に
建
て
ら
れ
た
門
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

太
宰
府
口
城
門
同
様
に
大
野
城
の
防
御
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
門
か
ら
時
空
を
超
え
た
旅
に
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ

と
古
代
の
緊
張
感
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

※
大
野
城
跡
の
案
内
図
な
ど
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

歴
史
資
料
展
示
室
〔
市
役
所
新
館
３

階
〕

　
　
　
　
　
　

☎
（
５
８
０
）
１
９
１
８

あ
け
て
み
よ
う

あ
け
て
み
よ
う
！

歴
史
歴
史
の
と
び
ら

と
び
ら
〈38〉

　

大
野
城
を
あ
る
く
〈
水
城
口
城
門
〉


